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研究要旨 

近年、本邦における肝がんや肝硬変の背景肝疾患は変容してきており、非ウイルス性肝疾

患である、肥満や生活習慣病に起因する非アルコール性脂肪性肝疾患（NAFLD）及びアルコ

ール性肝疾患（ALD）が増加している。医療従事者や肝炎医療コーディネーター（肝 Co）の

活動において、従来のウイルス性肝疾患に加えて、今後は生活習慣に起因するこれらの肝疾

患への対応力が求められる。一方で、NAFLDや ALD患者を支援するための資材は十分ではな

いため、本研究はその創出を目的としている。令和 3 年度は NAFLD/ALD の啓発や指導に役

立つ資材として、A6サイズの肝炎医療 Co用のポケットマニュアル（ポケヘパ）や患者用の

単語帳サイズの食事・運動記録シート（ヘパリング）、自宅で運動習慣を維持するための運

動カレンダー（ヘパトサイズカレンダー）を作成した。佐賀県内のケーブルテレビと協力し

て、脂肪肝に関する基本講義と運動・食事療法の実践からなる啓発番組を作成し、一般に広

く啓発した。また、肝 Coの活動を促進するために、全 16種の職種・所属別の肝 Co活動マ

ニュアルの作成を開始した。今後は佐賀県での展開と効果検証を行い、さらに全国での利活

用を目指す。 

 

 

Ａ．研究目的 

  近年、本邦における肝がんや肝硬変の背

景肝疾患は変容しており、非ウイルス性肝

疾患であり、肥満や生活習慣病に起因する

非アルコール性脂肪性肝疾患（NAFLD）と、

アルコール性肝疾患（ALD）が増加している

（Enomoto H et al. J Gastroenterol. 

2020, Tateishi R et al. J Gastroenterol 

2019）。医療従事者や肝炎医療コーディネー

ター（肝 Co）の活動において、従来のウイ

ルス性肝疾患に加えて、生活習慣に起因す

るこれらの肝疾患患者への対応も求められ

るようになっている。しかしながら、NAFLD

や ALD 患者への啓発や教育およびそれを支

援する肝 Co の活動に資する資材は十分で

ない。また、肝 Coは令和１年度までに全国

47 都道府県で約 20,000 名が養成されてお

り活躍が期待されているが、一方で具体的

な活動方法がわからない、活動の際の資材

が少ないといった課題も指摘されている。

本研究ではこうした肝 Coの活動を支援・促

進するための資材等の創出を目的とする。 



 

Ｂ．研究方法と結果 

１）NAFLD/ALD啓発及び教育のための資材作

成 

NAFLDの予防や改善のために、昨年度久留米

大学との共同研究で作成した運動（ヘパト

サイズ）や栄養療法を、県民や患者に日々継

続して実践していただくためツールを開発

した。 

○ ポケットマニュアル（ポケヘパ） 

肝 Coが患者さんに NAFLDや運動、栄養（飲

酒も含む）の説明や指導をする際に使用す

る A6サイズマニュアルを作成した。当研究

班が作成した肝炎医療 Co ポケットマニュ

アルと同じサイズで、表面は患者さんへの

説明用、裏面は肝 Co が説明する際に参照す

る解説書になっている。QRコードを読むと、

表面の患者用画面が PDF で表示されるため、

印刷すれば患者さんに持って帰っていただ

くことができる。 

 

 

 

○ 食事・運動記録シート（ヘパリング） 

利用者が食事療法や運動療法のいつでも簡

単に確認し、自身の実践状況をスタンプカ

ード形式で記録できる。単語帳サイズで持

ち運びがしやすく、運動時や買い物時にも

簡単に確認できる。運動部分は表面が運動

方法の写真と解説が載っており、QRコード

をスキャンすると、動画を確認することが

できる。裏面はチェックシートになってお

り、スタンプカード形式で実践状況を記録

できる。栄養部分は表面に料理等の写真と

その調理時間や摂取カロリーが記載されて

おり、裏面には材料が記載されている。QR

コードをスキャンするとクックパッドに移

行し、調理方法を動画で確認できる。 

 

 

 

 

 



○ 運動カレンダー（ヘパトサイズカレンダ

ー） 

B2サイズのカレンダーで、暦情報以外に全

37種類の運動について、それぞれ基本姿勢・

動作の写真と解説を示し、またその運動の

動画をスマートフォン等で閲覧できる QR

コードが記載されている。 

 

○ 啓発番組 

県内に広く啓発するために佐賀県内のケー

ブルテレビと協力して、脂肪肝に関する 30

分の啓発番組を作成し、各地域の放送局で

繰り返して放映した。内容は①脂肪肝リス

クチェックリスト、②久留米大学川口巧先

生の脂肪肝に関する基本講義③運動療法の

解説と実践④食事療法の解説と具体的なレ

シピの調理過程の実演、で構成した。視聴者

からの相談窓口へ電話や直接的な感想をい

ただき、大変わかりやすいと好評であった。 

 

 

 

 

 

２）肝炎医療コーディネーターの活動促進

のためのツール開発 

 

○ 肝炎医療コーディネーター職種別マニ

ュアル 

肝 Co は多種多様な職種が養成されており、

その職種毎に活動する内容や場所が異なっ

ている。肝 Coとしての役割は、肝炎対策の

各ステップのうち、自身の仕事の延長線上

でできる活動からまずは実践してもらうよ

うに指導されているが、多職種が参加する

養成研修会等でそれぞれの職種に合わせた

講義を行なうことは容易でない。また他職

種の活動を共有しても、そのまま自らの職

種において活動に活かすことが難しいこと

がある。 

そこで、職種毎に肝 Coが集まり、その職種

の強みや機会を活かした具体的な活動内容

は何か、必要性や効果が高い活動について、

誰でもできる簡単な活動から応用的な活動

まで、などの観点から検討し、これを職種別

のマニュアルにまとめることとした。看護

師（管理職・外来・病棟）、薬剤師（病院内・

外）、臨床検査技師、臨床放射線技師、理学

療法士、管理栄養士、相談員、医療ソーシャ

ルワーカー、事務、行政、健診機関、歯科部

門そして患者会の全 16職種・部門を作成す

ることとし、令和３年度は全職種で座談会

を開催し、栄養士、臨床検査技師、薬剤師



（院内）、看護師（外来・病棟）、理学療法士

についてマニュアルを作成した。その職種

に特徴的で共感性が高いエピソードを盛り

込むことで、読んだ際の納得感が高くなる

ように工夫している。また、それぞれの職種

の強みを記載することで、肝 Co がお互いの

職種の強みを知ることができ、強みを活か

した多職種連携ができるように工夫した。 

 
 

 

 

 

Ｄ．考察 

昨年度に実施した調査では、肝 Coとしての

活動に NAFLD を対象とした疾患啓発や療養

指導はあまり含まれていない傾向であった

が、生活習慣病や肥満症を有する対象は多

くの職種が日々の業務で数多く遭遇してお

り、その中で NAFLD や ADL の啓発、指導を

展開することは非常に有益と考える。令和

３年度は新型コロナウイルスが全国的に蔓

延したため、啓発活動のためにケーブルテ

レビと協力して複数回番組を放映した。集

合型のイベントなどで単発の啓発活動を行

うよりも、更に能動的なプッシュ型の啓発

が行えたと考える。また、研究活動について

も集合型ではなくオンラインを活用した会

議や座談会を複数回開催して、肝 Coの活動

を支援する資材を多く作成した。オンライ

ンを活用したことにより、会議の時間が調

整しやすく、これまで参加が難しかった遠

方の方も参加がしやすかった。しかしなが

ら資材の使用方法や活用のコツについては、

やはり対面で説明する方が効果的に伝わり、

その後の利活用の促進につながると考える。

まずは佐賀県内で展開し、その後も感染の

状況をみながら可能な方法で全国に展開し



ていく予定である。開発した資材について

は効果検証を行う必要があり、江口班で進

められている「肝炎医療コーディネーター

活動支援 LINE」や肝疾患センターのウェブ

サイト等を活用して資材を展開しつつ、ア

ンケート調査も同時に行って効果検証を行

なう予定である。 

 

Ｅ．結論  

非ウイルス性肝疾患のトータルケアに肝 Co

が貢献するべく、学習機会や資材、エビデン

ス創出を継続的に行う。 
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